
時間割コード 開講年度

担当教員授業題目

英文授業名 　

単位数 講義期間 曜日・時限 対象学生

講義室 授業形態 遠隔授業科目 備考

信大コンピテンシー

G2B60110 2026

動物と人間社会 山中　仁木

Animals and human society 　

2 後期 水曜･２時限 全

共通教育１２講義室 講義

該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
大学ＤＰ

学士の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力 動物と人間社会との間にある諸問題に対して、問題点を抽出し、
解決策を考え、異なる意見を持つ人と議論し、最善策について
導き出すよう目指すことができるようになる。
⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

地域運営、環境共生、多文化協働、防災減災

(3)全学横断特別
教育プログラム

ローカル･イノベーター養成コース、グローバルコア人材養成コース ・ ＢＡＳＩＣ(国際理解)

(4)授業の概要 全15回を「動物の命」および「動物と人間社会との間にある問題とリスク」をテーマとして、獣医師資
格を持ち実験動物の飼育および管理業務に従事する講師が、考えるべき問題について専門的内容を含め
ながら資料を用いて紹介する。与えられたテーマや問題解決策について、各自レポートあるいはプレゼ
ンテーションを行い、その内容について共有し議論する。

(5)授業のキーワ
ード

動物、人間社会、リスク、環境、法令、感染症

(6)授業計画 次に示す計画を基本とし、時事問題を取り上げるなどテーマやスケジュールは変更することがある。
第1回　本講義のねらいおよび注意点（オンデマンドでeAlpsにて配信）
第2回　自然災害：動物の命①
第3回　家庭動物：動物の命②
第4回　第2・3回の講義を基にしたテーマでプレゼンテーションおよびディスカッション
第5回　展示動物および生物多様性：動物の命③
第6回　産業動物：動物の命④
第7回　第2～6回の講義を基にしたテーマでプレゼンテーションおよびディスカッション
第8回　実験動物：法令、管理（動物の命⑤）
第9回　実験動物：利用の実際（動物の命⑥）
第10回　第2～9回の講義を基にしたテーマでプレゼンテーションおよびディスカッション
第11回　動物由来食品とリスク
第12回　動物固有感染症
第13回　人獣共通感染症①
第14回　人獣共通感染症②
第15回　第2～14回の講義を基にしたテーマでプレゼンテーションおよびディスカッション

(7)成績評価の方
法

プレゼンテーションおよびディスカッションへの取り組み（講義への出席状況も含む）
小レポート提出
合計100点

(8)成績評価の基
準

授業で示した内容あるいは与えられたテーマの重要な問題点等について端的に述べることができる：「
その水準にある」
更に関連する事例とそれに対する自らの考えを加えて述べることができる：「やや上にある」
更に論理的に自らの考えを交え説得力ある解決策の提示や説明ができる：「かなり上にある」
更に卓越した独自の理論や知識を交えた説得力ある解決策の提示や説明ができる：「卓越している」

(9)事前事後学習
の内容

書籍・新聞・インターネット・TV・ラジオを介して自然環境や日常生活における動物を主とした人への
リスクなどの社会問題に関する時事について注目する習慣を身につける。
自らテーマを見出し専門書等を利用して、正しい情報（客観的視点に立った情報）を基に正しい知識の
習得と問題解決方法について考え、家族や友人知人とディスカッションし能動的に幅広い思考を養う。

(10)履修上の注意 講義への出席を基本とし、小レポートの提出およびプレゼンテーションやディスカッションへの取り組
みが評価対象となります。

(11)質問,相談へ
の対応

月曜日から金曜日までの9:00～18:00
基盤研究支援センター動物実験支援部門
Emailアドレス：hitoki_y@shinshu-u.ac.jp（山中）

(12)授業への出席 履修上の注意点にあるとおり、講義への出席を基本とします。

(13)授業に出席で
きない場合の学
修の補充

講義で用いた資料を提供し、レポート等の回答・提出をすることで出席に代える。

【教科書】 指定しない。

【参考書】 指定しない。
ただし、正しい情報や異なる意見等、客観的視点に立った公平な情報の入手を心掛ける。


